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令和５年５月２３日 

 

第 9 回 自立支援・リハビリ重視型デイサービスさんぽ 運営推進会議 

議事次第 

 

日 時：令和５年５月２３日(火) 10：00～ 

 

場 所：自立支援・リハビリ重視型デイサービスさんぽデイルーム 

  

議 題 １．代表挨拶 会社の基本理念など 

      ２．職員体制 

      ３．利用状況報告 

      ４．行事報告 

      ５．事故・ヒヤリハット報告 

      ６．新型コロナウイルス感染防止対策について 

      ７．事業所、管理者より 

      ８．質疑応答、ご意見・要望など 

         

 

１．代表挨拶 会社の基本理念など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同会社ハピリス 

経営理念 

１．自立支援を通じ社会貢献する 

２．魅力ある職場づくり 

３．経営の安定・成長 

 

会社名・事業所名の由来 

「ハピリス」 

 ハビリス・・・できる、適合する、器用な などの意味 

 ハッピィ・・・幸せな、楽しい、満足な 

 

「自立支援・リハビリ重視型デイサービスさんぽ」 

 自立支援・リハビリ重視型 ⇒ コンセプト(事業所の方向性) 

 さんぽ ⇒ ゆっくりでもいいから、周りの風景を見ながら利用者さんが 

       歩けるようになればいいなとの思いから 
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２．職員体制 

 氏  名 常勤換算 累計 

管理者 目黒 聡美 1.0 1.0(管理者) 

統括責任者   目黒 弘美   

生活相談員 
 

1.0 1.0(生活相談員) 

 (兼務) 
 

 

介護職員 
 

1.0 2.3(介護職員) 

      0.5  

    0.８  

機能訓練指導員 目黒 弘美 1.0 1.0(機能訓練指導員) 

 

３．利用状況報告 

 

介護度別実人数 R４年 11月 R４年 12月 R５年１月 R５年２月 R５年３月 R５年４月 

要介護１ 10 11 12 11 11 12 

要介護２ 19 14 18 17 20 20 

要介護３ 5 6 5 4 3 2 

要介護４ 3 3 2 2 2 2 

要介護５ 0 0 0 0 0 0 

要支援１ 5 5 7 7 7 7 

要支援２ 6 8 7 7 7 8 

一般 1 3 3 1 1 0 

合計 49 50 54 49 51 51 
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介護度別延べ人数 R４年 11月 R４年 12月 R５年１月 R５年２月 R５年３月 R５年４月 

要介護１ 63 75 79 62 71 64 

要介護２ 124 108 110 115 144 122 

要介護３ 58 51 33 23 17 26 

要介護４ 22 20 12 15 15 13 

要介護５ 0 0 0 0 0 0 

要支援１ 20 18 22 27 33 26 

要支援２ 39 50 36 40 41 42 

一般 8 12 8 3 1 0 

合計 334 331 300 285 322 293 

 

 

 

４．行事報告 

  別紙のとおり 

               

 

５．事故・ヒヤリハット報告 

  この半年間、大きな事故なく運営できましたが、利用者様のご自宅での転倒による骨

折が２件ありました。 

 

 

６．新型コロナウイルス感染防止対策について 

  当事業所では、５月８日の５類感染症移行後も「３密」の防止、職員・利用者・来

客・見学者の体温測定、手洗いの徹底、マスクの着用、手すりや使用器具・送迎車両等

は一日２回の消毒を徹底しているところです。 
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７．事業所、管理者より 

前回の運営推進会議は、報告書という形で活動報告をさせていただきました。 

 私たちは地域密着型通所介護事業所の職員として、利用者様・そのご家族、地域の皆

様に少しでもお役に立てるようこれからも力を合わせて頑張りますので、今後ともご指

導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

８．質疑応答、ご意見・要望など 

 Q：行事で買い物に行く際、お金の出し入れや品物を選ぶ時のサポートはどうしてい

るか？ 

 A：前もって持ってきた金額を把握していて、品物を選ぶときに助言したり、お金の

出し入れを一緒にしたりしている。家族にも買い物に行くことを伝えている。 

 

 Q：自宅で転倒された方の状態について 

 A：２名とも肋骨骨折だが、１名は通所継続し、１名は自宅療養中でケアマネージャ

ーからの連絡を待っている。 

 

 地域包括支援センター様より 

 ➀あんしんサポートという、生活に必要な金銭の預かりや金融機関から出し入れの支

援等、お金に関するサポートをしているので活用してほしい。 

 ②民生児童委員と社協は地域の人々の実態を把握し連携を図っている。 

 ③新型コロナウイルス感染防止のため、対策を取りながらマスクをかけて運動をして

努力されている(利用者様、スタッフに対し)。 

 

 区長様より 

  自分も高齢者の仲間入りをした。人との交流を持ち、30分～１時間ディスカッシ 

ョンすることは生活の上で大切。１ヶ月半入院した時に筋力の衰えを感じた。退院後 

の運動は大切だ。 

 

利用者様より 

 4年間通所し、週１回楽しみにしている(要支援１の方)。感謝のことばをいただい 

た。 

  

 

 

 

※次回(第 10回)運営推進会議は、令和５年 11月 21日(火)10時～予定しています。 

 


